
令和7年度(補正繰越)鹿沢インフォメーションセンター
空調設備等改修実施設計業務

設　計　図
■　図面リスト

　　№ 　図面名称 縮尺（A-1） 縮尺（A-3）

KA-01-01 　特記仕様書(その1) -/- -/-

KA-01-02   特記仕様書(その2) -/- -/-

KA-02 　案内図・配置図 1/250 1/500

KA-03 　既存各階平面図 1/100 1/200

KA-04 　展示室 撤去平面図 1/100 1/200

KA-05 　展示室 改修平面図 1/100 1/200

KA-06 　受付カウンター周り改修図 1/20 1/40

KA-07 　改修立面図 1/100 1/200

KA-08 　既存建具撤去詳細図 1/5,25 1/10,50

KA-09 　改修建具詳細図 1/5,25 1/10,50

E-01 　電気設備特記仕様書 -/- -/-

E-02 　空調電源設備２階配線図 1/50 1/100

M-01 　空調設備　特記仕様書 -/- -/-

M-02 　空調設備　B階平面図 1/50 1/100

M-03 　空調設備　1階平面図 1/50 1/100

M-04 　空調設備　2階平面図 1/50 1/100
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・　契約の日から令和9年3月5日まで  

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

特 記 仕 様 書

Ⅰ  　工事概要

　　　2299.07㎡

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

改修工事設計図

（1）鹿沢インフォメーションセンター
  木造＋鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　（地上２階　地下１階）　　　　　　改修1棟

　　　　建築面積　　　　　608.29㎡（建築基準法による）
　　　　延べ面積　　　　　1000　㎡（国有財産法及び建築基準法による）
　　　　地下1階　　　　　300㎡
　　　　　　１階　　　　　     350　㎡
　　　　　　２階　　　     　　350　㎡

（4）電気設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　改設　一式

（3）機械設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　  改設　一式

４．工期

鹿沢インフォメーションセンター　

○

鹿沢インフォメーションセンター　空調設備等

「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

　４）特記事項に記載の (      ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
　３）特記事項に記載の [     ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を
適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

（３）本特記仕様書の表記

○

　１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　たものを適用する。

１．共通仕様

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　５） 　 　　印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の
調達の推進に関する基本方針（平成31年2月8日閣議決定)に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

Ⅱ  　建築改修工事仕様

○

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版（以下、「改修標準仕様書」という。）
・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版（以下、「標準仕様書」という。）
・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下、「標準詳細図」という。）　　
・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）　

○

○

□Ｇ

○○

○
○○
○

種別　 ( ・ A 種　・ B 種　・ C 種　・ D 種  ・ E 種 )
・材料、撤去材等の運搬方法

防護シート

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの
  別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式
  又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・

外部足場

 [2.2.1]　       足場等

・設置しない

・設置しない

　[表2.2.1]

                D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　・　　　　　　　） 

・設置する　　（設置範囲　　・工事に必要な範囲　・図示による　・　　　　　　）

・設置する　　（設置範囲　　・工事に必要な範囲　・図示による　・　　　　　　）

内部足場　　　・設置する　（※ 脚立、足場板等　・　　　　）　・設置しない　　　　　　　　　

・防音パネル

・防音シート
防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

仮
設

工
事

2

　　・近隣休暇村・運営中のキャンプ場施設への要配慮

・  [2.1.3]騒音・粉じん等の対策

○

○

○

○

既存部分の養生・  [2.3.1]

   ・既存部分　　　　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板　・　　　　　　）
   ・既存家具、既存設備等　　　　養生の方法（※ビニルシート等　・　　　　　　　　） 
   ・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法（・ビニルシート等　・　　取り外しの上保管　） 
                                 保管場所　（・図示による　・　現場打合せのこと　） 
   ・固定された備品、机、ロッカー等の移動　（・図示による　・　　　　　　　　　　）  

養生の方法等

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた
 場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

　[2.3.2][表 2.3.1]・ 仮設間仕切り
仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示による　・　
仮設間仕切りの種別と材質等

仕上げ（厚さmm）

・ 片面

防炎シート

・ なし

種別 塗装 充填材

グラスウール

※C種

・B種

・A種
・せっこうボード
　種類（・　　　　　　　　　 ）
　厚さ（・　　　　mm　※9.5mm）
・合板

・合板（・　　　　㎜　※9.0mm）
　材種（・　　　　　　　　 　）

厚さ　　　　㎜

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

※合板張り程度※木製
・ 片面・ ・ 

・ 　か所・ 無し
・図示による

材質 仕上げ 塗装 備考

○
○
○

○

○
○

・ 石綿含有建材の調査 [1.5.1]
調査

貸与資料（　　　　　　　　　　　　）
・分析による石綿含有建材の調査

　※石綿含有建材の事前調査　（改修施工予定部）
　　工事着工に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う

　分析対象
　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、
　　トレモライト
　サンプル数　　1箇所あたり3サンプル
　　採取箇所
　　・図示による　　・　

建
具

工
事

5

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・建具表による　　・　

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・建具表による　　・　

日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

・A種　　・B種

耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場合）

・複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

・建具図による　　・　

断熱性による区分

日射取得性、日射遮蔽性による区分

乾燥気体の種類

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

・G　　　・S

・空気　 ・アルゴン

・熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類、厚さによる種類

・建具表による　　・　

性能による種類

・1種　　　・2種

形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

・強化ガラス

・建具表による　　・　

破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　　・Ⅲ類

・合わせガラス

・建具表による　　・　

落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　　･Ⅱ-類　　　・Ⅱ-2類　　　・Ⅲ類

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

・建具表による　　・　

・型板ガラスの厚さによる種類

・建具表による　　・　

・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

・ ガラス [3.7][5.14.2〜4]

・建具表による　　・　

ガラスの留め材及び溝の大きさ

・シーリング材 

      建具の種類          ガラス留め材 　　 ガラス溝の大きさ(mm)

・図示による

※建具の製作所の仕様による 

・　  ・ 　

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

・シーリング材 

 ・ 

  ・グレイジングチャンネル

・シーリング材 

 ・ 

・図示による

※建具の製作所の仕様による 

・　

・図示による

※建具の製作所の仕様による 

・　

樹脂製
 ・ 

・図示による

※建具の製作所の仕様による 

・　

・グレイジングガスケット

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びにガラスの合計厚さ

・ 木製建具○

ガラス用フィルム・

・日射調整フィルム□Ｇ

品質　JIS A 5759による

・ガラス貫通防止フィルム

・低放射フィルム

・相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム

　外貼り用 　内貼り用
その他性能等

・SC-1

・LE

・SC-2

・GI-2

・GD-1

・GI-1

・GD-1

・SF

種類
記号

・ 施工一般 [6.5.2]

材料のホルムアルデヒド放散量

  ※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

○

・ 製材

  施工箇所       等級寸法（㎜） 間伐材等

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

含水率 保存処理
の適用

○

○

空調用
ガラリ

図示による図示による AA 15%以下 - -

Ｇ

・ [6.5.2]合板等

施工箇所 　防虫処理  板面の品質

・適用する

接着の程度単板の樹種名
厚さ
(mm)

間伐材等
の適用

※1類15

・「合板の日本農林規格」による普通合板

○

○

受付
カウ
ンター

-

Ｇ

・ 接合具等  [6.5.3]

造作材の化粧面の釘打ち

※隠し釘打ち

・つぶし頭釘打ち

　・釘頭埋め木

　・釘頭現し

諸金物

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

　　（改修標準仕様書表6.5.3〜5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度）

・　　　　　　　 （形状：　　　　　寸法：　　　　　材質　　　　　）

接着剤

※F☆☆☆☆

　

・ [6.5.3、4] 
接着剤のホルムアルデヒドの放散量

○

○

○・　図示による

○

[6.5.7]・ 窓、出入口その他

窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

項　　目 特　　記　　事　　項章

一
般

共
通

事
項

1
適用区分・

　・風圧力

　・積雪荷重 　　
地表面粗度区分

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

                            （　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

・

風速（Vo=　30　m/s）

 平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（ 24　　）
・ 施工条件  (1.3.5)[1.3.5]

　・施行順序
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所
　　（　建物近隣のキャンプ場は１０月末まで営業しているため、キャンプ場、ゴミ置き場等の使用に
　　　　差し支えない位置、搬入とする）・  (1.4.1)[1.4.1]環境への配慮

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　　   材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ−ｎ−プチル及びフタル酸ジ−２−エチルヘキシル等を含

    を指す。

　　 、次の①から④を満たすものとする。
(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

(２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは
    次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ
      ヒド発散建築材料以外の材料
    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　   ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　     する。

       とする。

　　   る。

　　   塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

       アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの
       有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能
    を有するものとする。
（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と
    する。

　　事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価さ
　　れたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されて

　  ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。 
　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 
    ③安定的な供給が可能であること。 
    ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 
    ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 
    ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。 
（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　いるものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

 (1.4.2)[1.4.2]・ 材料の品質等

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての

○

○

○

○

木製サッシ　・　　LowE複層ガラス

○

○

20N/㎡/cm

○○

○

○

○

 [5.7.2〜4]

・フラッシュ戸

　表面材のホルムアルデヒド放散量等

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

建具材の加工、組立時の含水率

　※A種　　・　

建物内部の木製建具に使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・　

　　※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による　　・　

　表面材の合板の種類

規格等合板の種類 備考

・ 普通合板

・ 天然木化粧合板　

・ 特殊加工化粧合板

・ MDF

表面の樹種

・　

板面の品質（※広葉樹1等　・　　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

樹種名（　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

化粧加工の方法

　・ポリエステル化粧合板

　・　

接着の程度（・1類　・2類）

　・メラミン化粧合板

　※プリント

　表面板の厚さ

　　※改修標準仕様書5.7.6による　　・　

　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用

　　・適用しない　　・適用する

・かまち戸

　　かまち樹種（　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　）

　　見込み寸法　※36㎜　　　　　・建具表による　　・　

・ふすま

　　張りの種別（・Ⅰ種　　・Ⅱ種）

　　上張り（押入等の裏側以外）

　　　・鳥の子　　　・新鳥の子又はビニル紙程度

　　縁仕上げ

　　　・塗り縁　　　・生地縁（素地）　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）
　　見込み寸法　※19.5㎜　　　・建具表による

・戸ふすま

　　表面板の仕上げ　・建具表による

　　見込み寸法　※30㎜　　　　　・建具表による　　・　

・紙張り障子

　　見込み寸法　※30㎜　　　　　・建具表による　　・　

枠、くつずりの材料

・建具図による　　　・　○

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

6 既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

改修範囲・  [6.1.3]

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示による

※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示による

※既存のまま　・ 図示による

内
装
改
修

工
事

合成樹脂塗床材の除去工法　

既存床の撤去及び

下地補修

・  [6.2.2]

                            ・ 機械的除去工法　・ 目荒し工法

樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル
及びエポキシ

・ 下地モルタルとも（・図示による　・除去範囲全て）

ビニル床シート等の除去　　　※仕上材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　　　　　※図示による　　・　改修後の床の清掃範囲　　　

○

○

既存仕上(想定）:PB t12.5 目地耐熱テープ　寒冷紗パテしごき　薄付仕上塗材

○

○

○

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク・アンド・リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンター空調設備等改修工事

令和　8　年度

建築改修工事
　特記仕様書（その1）

KA-01-01

-/-



○ 　[7.2. 〜7]

既存錆止め塗料の鉛含有量調査　　・行う（　　　　箇所）

　　　　　　　　　　　　　　　　・行なわない

・ 下地調整    1  

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

　※劣化部分は除し、活膜部分は残す　　・図示による　　・　

下地調整 

下地面の種類 下地調整の種別塗替え

※不透明塗料塗りの場合はRB種

・OSCL／木材保護塗料WP　
木部

亜鉛めっき面

鉄鋼面 ※RB種　・　

※RB種　・　

※RB種　・　亜鉛めっき面（鋼製建具）

モルタル、プラスター面

コンクリート面(DP以外)、

ALCパネル面

※RB種　・　

※RB種　・　

・RA種 ・RB種

・RC種　
押出成形セメント板面

コンクリート面(DP) ・RB種 ・RC種

※RB種
せっこうボード面及び

その他ボード面

・行う

・行わない

・行わない

・行う

・行う

・行わない

・行わない

・行う

ひび割れ部の補修

  −

  −

  −

  −

  −

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　） 

・ 材料 [7.1.3]

  ※F☆☆☆☆　・  

塗
装
改
修

工
事

7 ○

○

塗料製造所の仕様による

・高日射反射　塗料塗り 　　　　　　率

JIS K 5675
反射率塗料

屋根用高日射

塗料その他

規格名称規格番号 種類 等級 （kg/m )
塗付け量

2

  下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　※RB種　・RA種　・RC種 

工程

塗料塗り 2種

・1級

・2級

・3級

クリアラッカー塗りA種の工程2の適用

　・適用する（着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤）

　・適用しない

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

　・適用する

　・適用しない

　・ 

　・ 

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

　※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

　※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

・アクリル樹脂系非水分散　塗料塗り(NAD) 

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

　　　　　　　　　　　　 形 ※B種　・A種

・A種　・B種

※B種　・A種

・鉄鋼面 上塗り等級（　）級 

亜鉛めっき鋼面 

       上塗り等級（　）級 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部 

屋内の鉄鋼面 

屋内の亜鉛めっき鋼面 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・A種 

・A-1種　　・　

・B-1種　　・　

・C-1種　　・　

−

−

・

・
ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び
      押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・耐候性塗料塗り(DP)

  イント塗り(EP-G)

・エマルションぺ

・つや有合成樹脂

※A種　・ 

※B種　・A種

※A種　・　

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・　

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　・A種※B種　・A種 

・ステイン塗り
・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り（OS）

塗装

※B種　・A種

工程

※B種　・A種

※A種　・　

※ B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

[7.5.2〜7.12.2]

木部屋外 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外）

※B種　・ 

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具） 

※B種　・ 

※B種　・ 

※A種　・ 

※B種　・ 

※B種　・A種 

(着色塗料の種類：)(着色塗料の種類：)

    ※1種　・2種 

  塗料の種別 

　ペイント塗り(SOP）

・合成樹脂調合

塗替え 新規
　　　　　塗装面　　　　塗装の種類

・

・クリヤラッカー塗り(CL) 

オイルステン塗りの工程等　　・　

○

○

Ｇ

○・

6

内
装

工
事

　　工事

・石綿含有建材の

除去

[9.1.1、3〜6]

調査

　※石綿含有建材の事前調査 

・工事着手に先立ち、改修部について、
　あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。
　
　

9

環
境
配
慮
改
修

工
事 調査結果に応じて該当する除去工法（下記）を適用する。

・石綿含有成形板（けい酸カルシウム板第2種／その他）の除去
・石綿含有せっこうボードの除去
・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去
　除去対象範囲　　・改修部に関わる範囲

  ・図示による　　養生方法　・図示による　　足場　・図示による
　処分　・埋立処分　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　・既存の復旧

[6.13.2、3]せっこうボード、

その他のボード及び

合板張り

・

　　・行う　　・行わない

　・板面品質： メラミン

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

・化粧せっこうﾎﾞ-ﾄﾞ（GB-D）

・木目12.5（不燃）　幅440㎜程度

　模様（・柾目　・板目）　専用下地材有り

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様　9.5（準不燃）

　MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　合板のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　・　

　※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)〜(d)のいずれか　・

種類等 厚さ(mm)、規格等

※図示による　・15　・20　・25　　

※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　

※図示による　・6　・8

火山性ガラス質複層板

繊維強化セメント板

※図示による　・　

繊維板

※図示による　・3　　・7　　・9　　・12     ・　

木質系セメント板

・木毛セメント板

・木片セメント板

・けい酸カルシウム板（タイプ2）

・火山性ガラス質複層板

・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW)

・硬質(HF)　・ 普通(NF)

　　　 普通ボード0.8FK

　　　 種類　※図示による　　・　

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　・未研磨板（RN）

　　・研磨板（RS）

　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　　・未研磨板（RN）

　　・研磨板（RS）

　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾃﾝﾊﾟｰﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄ Ｇ゙□

　　・無研磨板（VN）

　　・研磨板（VS）

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵ-ﾊﾞ-ﾚｲ（DO）

　　・塗装（DC）

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板ﾎﾞｰﾄﾞ（1号）

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ （32K）

※図示による　　・25　　・　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）

※12.5（不燃）　　15（不燃）

・12.5（・不燃　　・準不燃）

・12.5（不燃）　　・15（不燃）　

・ 9（不燃）・12（不燃）

・12（不燃）・15（不燃）

・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　　 ・　

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L） ・9.5

・不燃積層せっこうﾎﾞ-ﾄﾞ（GB-NC）

　　・化粧無し（下地張り用）

　　・凹凸ﾀｲﾌﾟ（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・9.5（準不燃）

合板類

・普通合板

　・表板の樹種名：

　・防虫処理

※図示による

・　

・天然木化粧合板

　・化粧板の樹種名：

　・防虫処理

※図示による

・　　　・行う　　・行わない

※図示による　・10（難燃）・12（難燃）・　

　※F☆☆☆☆　・　
　接着剤のホルムアルデヒド放散量

・○

・○

・○

○

Ｇ

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの下地調整

[6.14.2、3]壁紙張り・

　※F☆☆☆☆　　・　

ホルムアルデヒドの放散量 

施工箇所 塩化

ﾋﾞﾆﾙ ﾁｯｸ

ﾌﾟﾗｽ
紙 繊維 その他無機質

壁紙の種類

備考防火性能

・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・・ ・ 難燃

・ 難燃

・ 難燃

・ 難燃・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別

コンクリート面素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

　※B種　　・A種

　※B種　　・A種

○

○・　補修部等の必要な場合

○

Ｇ

Ｇ

Ｇ

○

東京都港区新橋4丁目１番１号

(株)クリーク・アンド・リバー社
一級建築士事務所

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク・アンド・リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンター空調設備等改修工事

令和　8　年度

建築改修工事
　特記仕様書（その2）

KA-01-02

-/-



200021000

計画建物

県道94号線（東御嬬恋線）

至：嬬恋村

至：東御市

休暇村嬬恋鹿沢

計画地：鹿沢インフォメーションセンター

湯尻川

N

案内図　S=NON

配置図　S=1/250

案内図・配置図

KA-02

A1：1/250　A3：1/500

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク・アンド・リバー社
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改修部：２F展示室

１階平面図

Ｂ階平面図

２階平面図

展示室受付カウンター

スタッフ
ルーム

200021000

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク・アンド・リバー社
一級建築士事務所

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンター空調設備等改修工事

令和　8　年度

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４ 既存各階平面図

KA-03

A1：1/100　A3：1/200



2F 展示室

テラス２

みち２

2F受付
カウンター

スタッフ
ルーム

展示
スペース

N

2F 展示室
E
P
S

スタッフ
ルーム

受付
カウンター

展示
スペース

WD1-2(E)
FIX付片引き戸部撤去/サッシ工事

既存壁一部撤去
W800H700  

既存折れ戸（木枠共）
木製建具撤去/サッシ工事

WD１−２
FIX付２枚引戸部　残置

WD１
縦枠残置

既存FIX付片引戸　残置

WD角部
縦枠残置

家具一部
撤去

展示室　撤去平面図

A1 1:100,A3 1:200

KA-04

既存EPS壁一部撤去(電気設備配管一部調整）

2
00

234*

WD-4
点検・調整・補修のことWD1-2(S）

点検・調整・補修のこと
WD1-2(E）撤去 WD3 撤去

W4800 W2870 W8150

H2
20

0

W9800

H2
20

0

W900 W900

複層ガラス：FL5+A10+FL5

H2
20

0

H2
20

0

WD
1-2(E)

WD
1-2(S)

WD
3

WD
4

WD
4

WD
3

WD
1-2(E)

WD
1-2(S)

既存建具表
凡例

赤線・赤字・赤着色部：既存撤去工事

青線・青字・青着色部：既存残置改修部

複層ガラス：FL5+A10+FL5

F

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク・アンド・リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンター空調設備等改修工事

令和　8　年度



2F 展示室

テラス２

みち２

2F受付
カウンター

スタッフ
ルーム

展示
スペース

N

2F 展示室
E
P
S

スタッフ
ルーム

受付
カウンター

展示
スペース

電気式
床置空調機新設
(カウンター用)

 既存壁一部空調用開口設置
・新規ガラリ設置/建築工事

AC1

電気式床置空調機新設(展示室用x1)
/設備工事（設置・配管等共）

AC2

既存WD1-2W撤去
WD-new1-2W　木製FIX建具に交換
/サッシ工事

WD1-2S/サッシ工事
点検・調整・補修のこと

WD-new3
新規3枚FIX戸に入替
/サッシ工事

WD-4:開閉不可とする/サッシ工事
中央側片引き戸部　戸尻をビス等により固定の上
木製建具隙間を四周シールにて塞ぎ固定
シールW15×D10変性ｼﾘｺﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材（JIS A 5758)

WD-4
点検・調整・補修のこと/サッシ工事WD

new1-2E

WD
new3

家具一部改造
カウンター内コンセント増設
(*カウンター周り改修図　参照)

展示室　改修平面図

A1 1:100,A3 1:200

KA-05

EPS壁、一部撤去
Y4側へ200移動し、新設

空調設備配管工事用
移動式足場/設備工事

展示室
（奥よりエントランスを見る）　

テラス２（２F）
WD-3 折れ戸（撤去)

展示室
（エントランスより奥を見る）　

2F入口 ２Fバルコニー３
(展示室西側)

建物北側　テラス１、２前

緑字・緑着色部：設備工事

※２F空調設備の全ての設置配管は設備図参照

WD
4

WD
1-2(S)

青字・青着色部：改修工事

凡例

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク・アンド・リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンター空調設備等改修工事

令和　8　年度



床置きエアコン新設
カウンター後部壁　開口　

床置きエアコン新設
カウンター後部壁　
壁開口の上補強＋ガラリ設置
壁・床補修共

2
1

7
0
0

床置きエアコン新設（固定）
/設備工事（設置・配管共）

薄塗仕上塗材+木見切OSCL
(展示室既存合わせ）

開口による補修部は
薄塗仕上塗材既存合わせ

家具：緑部撤去(可動棚板、巾木、底板)
の上、開口部をポリ合板15にて補修 家具：緑部撤去(可動棚板、巾木、底板)

家具：
巾木開口部
メラミン合板t20 ３面補修

コンセント設置
（増設）

新規床置き空調機設置

側壁２００移動　壁補修
（PB12.5+薄塗仕上塗材+木見切15×15OSCL）

既存床板
：カラマツ床板材t15　自然保護塗料塗

床：カラマツ床板　t１５
　　既存合わせ

▲
Ｂ

▲
Ａ

▼2FL

553.5

6
45

55
3.
5

600

600

3553.51977

2403.5 977

827

24
03
.5

▲

▲
▲

▲

Ａ

ａ

ｂ

Ｂ

▲ ▲
ａ ｂ

コンセント増設

22
50

▼2FL

1000

10
00

827 150

H600×W750×D215

▲
D

▲
C

22
50

▼2FL

1000*

受付カウンター部　平面図

スタッフルーム

受付
カウンター

79
21

30 740 30
21

54

100 壁開口　800* 100

3
0

6
1
5

3
0

2
5

壁
開

口
　

7
0
0

受付カウンター部　展開図

受付カウンター後部壁 断面・展開図

▲ C

受付カウンター部(内側）　展開図

EPS

（設備図参照）

凡例

赤線・赤字・赤着色部：既存撤去工事

青線・青字・青着色部：改修工事

緑線・緑字・緑着色部：設備工事

D

展示スペース

壁一部　エアコン吹き出し用開口作成

10
0

75
0

10
0

150

20
0

234*

EPS壁一部撤去
約H2300

家具一部撤去

補修(木下地＋ﾒﾗﾐﾝ合板t15)

開口補強+木枠＋ガラリ設置

ガラリ：タモ材・木材保護塗料WP
木枠：W800H700  30x40
木ルーバー：15x40 L800 @45　x15本
塗装　OSCL（白）
ミニフランス落としx４箇所　

25
50

22
50

*寸法の後ろに＊マークがある寸法は、
　既存図に明示のない寸法です。

*空調機器設置工事・配管
 ベントキャップ取付等は全て設備工事
（壁ガラリ用開口,ガラリ,補修工事は建築工事
　

開口補修
3方木枠：ゴム集成材　t21　OSCL
床補修 : カラマツ床板材　t15
　　　　・自然系クリア塗装
壁補修：PB12.5+寒冷紗＋薄付塗材
　　　　（既存合わせ）

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所
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計

者
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令和　8　年度

受付カウンター周り改修図

A1：1/20　A3：1/40

KA-06



2000 21000

西立面図

東立面図

約
7
40
0
*

約
1
15
0
0
*

約
9
77
5
*

約
4
50
0
*

1
42
0

1
97
0

1
42
0

2F展示室

新規空調室外機
テラス１下に設置
設置・配管等全て設備工事

約
7
40
0
*約

9
77

5
*

緑線・緑字・緑着色部：設備工事

凡例

X1 X2 X3 X4 X5

X1X2X3X4X5

約
9
31

0
*

改修立面図

KA-07

A1：1/100　A3：1/200

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所
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計

者

設
髙橋　幸子
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鹿沢インフォメーションセンター空調設備等改修工事

令和　8　年度
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